
公益財団法人似鳥国際奨学財団は、2025年に設立20周年を迎えました。2005年3月、創業者である似鳥昭雄が
私財を投じて設立し、2024年度末までに47の国と地域、延べ13,042名へ総額57.8億円の支援を行っています。

グループの成長に大きな力を貸してくださったアジア諸国への恩返しとしてはじまり、返済不要の給付型奨学金に
よる支援は、世界各国・地域から日本への留学生や海外の現地大学生、更には日本の大学生、高校生、中学生、IT人
材へと広がっています。また、2023年度から支援の領域を広げ、日本での学生寮の提供（東京・京都）をはじめ、
被災者等への支援として、日本へのウクライナ避難民の方々へ生活費支援も行っています。2025年度も、更に支援
を拡大していく計画です。

公益財団法人似鳥文化財団は、文化・芸術・伝統の発展と継承を支援し、新しい文化形成の架け橋となるべく、
2011年4月に設立。同財団が運営している、北海道小樽市の美術館群「小樽芸術村」の2024年度の年間チケット購
入者数は過去最高の20万人を超えています。更に、2025年7月には5館目となる「浮世絵美術館」が開館し、新たな
小樽の観光スポットとして注目を集めています。

 方針
「ニトリがあってよかった」と実感いただける企業を目指し、グループを育て、支えてくださる国・地域・社会に

恩返しをするために、「人材支援」・「環境支援」・「文化支援」を重点分野とした、様々な地域貢献活動を行っています。
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累計支援金額（億円） ■ 累計支援人数（人）

似鳥国際奨学財団

似鳥文化財団

日本 5,268名
アジア・オセアニア 7,326名 19か国・地域
ヨーロッパ 317名 8か国・地域

北米 90名 2か国・地域

アフリカ・中東 26名 11か国・地域
中南米 15名 6か国・地域
合計 13,042名 47か国・地域

日本　奨学金 海外　奨学金
約3.2億円 716名 約3.3億円 1,414名

留学生　122名
大学生　171名
高校生　251名
中学生　172名

9か国・地域 提携88校

台湾、ベトナム、中国大陸
タイ、マレーシア、フィリピン
韓国、インドネシア、インド

ウクライナ 生活費支援 約0.9億円 180名

支援実績（2024年度までの累計支援人数）

累計支援人数  出身国・地域別内訳 2024年度  支援実績

年度 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

支援人数（名） 40 40 50 50 56 114 166 494 1,013 1,154 778 290 389 508 708 1,190 959 1,255 1,478 2,310

CSR活動事例

CSR活動の推進
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● �支援内容
1年目 大人一人あたり8万円/月（20歳未満は4万円/月）
2年目 大人一人あたり4万円/月（20歳未満は2万円/月）

● �生活費支援：213名　● �就労支援：192名

生活支援 概要

支援実績（2025年7月15日累計）

日本へ入国されたウクライナ避難民の方々を対象に、生活費
及び就労支援を実施しています。生活費支援では、株式会社ニ
トリと当社代表取締役会長 似鳥昭雄個人からそれぞれ1億
3,000万円、合計2億6,000万円の寄付を原資として、公益財
団法人似鳥国際奨学財団を通じ毎月生活支援金を支給していま
す。2024年10月には支給期間を1年間から2年間へ延長しま
した。2025年2月には日本へ避難したウクライナの方々の安
定した生活の実現に大きく貢献したとして、法務大臣より感謝
状を賜りました。就労支援においては、日本語を未習得の方に
も働きやすい環境を整備し、全国の店舗や物流拠点で就労の機
会を提供しております。

株式会社ニトリホールディングス、公益財団法人似鳥文化
財団、学校法人北海道科学大学は、人々の暮らしをより豊か
にすることを目指し、地域経済や観光の活性化、及び社会で
活躍できる人材の育成に寄与する取り組みを連携して推進す
るため、2025年２月10日に包括連携協定を締結いたしまし
た。クラシックカーを活用した博物館構想への相互連携等を
検討しています。

2015年度から脱炭素社会の構築につながる活動を発表す
るコンテスト「脱炭素チャレンジカップ」を応援しています。
2024年度は「脱炭素×災害復興」に取り組んだ熊本県立南稜
高校に「ニトリ最優秀夢・未来賞」を授与しています。本賞に
は、「脱炭素への取り組みを通じて、夢や希望に満ちた輝かし
い未来をみんなで築いていきたい」という想いが込められてい
ます。

ウクライナ避難民　生活費支援・就労支援

地域社会・人材育成に向けた、包括連携協定を締結

脱炭素チャレンジカップ

2021年より北海道・札幌市・北海道大学と連携協定を締
結。デジタル技術やデータの力で地域課題を解決し、みらい
の社会を創造できる「みらいIT人材」の育成に取り組んでいま
す。その一環として、北海道大学と共同で最先端のAI研究を
進めています。また、2024年に釧路湖南高校と共同開発した
商品は全国店舗で販売中です。今後も、創業の地である北海
道から、世界の懸け橋となる人材を多数輩出することを目指
します。

「みらいIT人材」の育成

北海道釧路湖南高校と共同開発した商品 
「パンチング小物がかけられるタブレット・ブックスタンド」
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